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理科部会研究主題

見通 しをもって観察,実 験などに取 り組み,科 学的な見方や考え方を培う指導の工夫
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各分科会 の研究の概要

く第3学 年 〉 … 「楽 しい理科学 習」を念頭 において研究 を進 めた。学習 に必要 な素 地

を共有 させ るため,遊 びや生活 の中 に,自 然 とのふれあいを意図的 に多 く取 り入れ,自 然

を見っ ある目を養 わせ るよ うに工夫 した。児童 を見取 るための視点 や段階 を設定 し,児 童

一 人一人の様 々な見通 しの違 いを見取 る手だて を工夫 した。 また、児童 が 自分 の考 えを確

かな もの にで き るよ うに,情 報交換 の場 を工夫 した。

〈第4学 年〉 … 児童が事象 に出会 い興味 を もち親 しむ活動を組み入 れた単元構成 を工

夫 し,児 童一人一 人が 目的意識 を もった活動が で きるよ うに した。生 活経験や学 習経 験 を

根 拠 と して問題 の結果 を予想 し,そ れを確 かめる方法 を個 々に見取 り,手 だてを準備 し,

児童 が具体 的な活動 の見通 しが もて るよ う支援 した。 さ らに,自 ら見 い出 した結果 につ い

て集団 で話 し合 うことで,変 化 とその要因 との関係 に気付 くよ うな情報交換 の場 を工夫 し

た。

〈第5学 年〉 … 「見 いだ した問題」 を 「計画的 に追究す る活動 」 を通 して,「 生 命 の

連続性 」や 「物 の変 化の規則性」 にっ いての見方や考え方を育て るために研究 を進 めた。

その手 だて として,体 験 を重視 し,一 人一人が体感を伴 いなが ら扱 うことので きる教 材教

具 の工夫,問 題 を明確 に した り条件制御 を意識 させたりす る学習カー ドの工夫,実 感を伴 っ

た理 解 を促 す学 習過程 の工夫 を中心 に研究 を行 った。

〈第6学 年〉 … 多面的 な視点 で事象 を とらえ,見 通 しを もって追究,考 察で きるよ う

な学習過程 を組ん だ。そ して,そ れぞれの学習場面 での見取 りと手 だてを研究 の重点 に し

た。研 究単元 は 「電流 の はた らき」 と し,多 面 的な要因を内包す る事象 を用意 し,児 童 が

興味 ・関心 を もって主体的 に学習 に取 り組 あ るよ うな事象提示,得 られ た結果か ら多面 的

な考察 を意識 させ るよ うな学習 カー ド,情 報交換 の工夫 を した。
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1研 究主題 につ いて

1主 題設 定の理 由

21世 紀 を生 きる児童 に とって,自 分で問題を見つ けて学 んだ り,自 分で考え,判 断 し,行 動

した りす る主体的 な行動 力や問題を解決す る力を身 に付 けることは非常 に重要である。そ して,

それを支 える豊か な人 間性 ・社会性 が求 あ られてい る。 この ような全入 的な力が 「生 きる力」

であ り,こ の 「生 きる力」を育 ててい くことが学校教育 の これか らの使命 であ る。

各教 科で は,必 要 な知識や技能を身 に付 けなが ら,社 会の変化 に主体的 に対応 し,行 動 で き

るよ うな資質や能力 の育成が求 あ られて いる。学校教育 は,知 識伝承 ・知識 偏重 にな りが ちで

あ った実 態 を転換 し,児 童 の知的好 奇心,探 究心,自 ら学 ぶ意 欲,主 体 的に学ぶ力,論 理 的 に

考 え判 断す る力,自 分 の考えや思 いを的確 に表現す る力,問 題 を見 いだ し解 決す る力 な ど,

「生 きる力 」の素 地を育 て ることが大切 であ る。

理 科教育 では,自 然の中か ら児童 自 ら問題 を見 いだ し,見 通 しを もって観察,実 験 などを行

うことや科学的 に調 べ る能力や態度を発達段階 に応 じて育て る活動を通 して,児 童 自 ら科学 的

な見方や考 え方 を もっ よ うになる ことが重視 されて いる。

児童 の 日常生活 で は,あ ふれ る情報 の中で知識だ けが豊富 にな り,ま す ます社会体験や 自然

体験 が少 な くな って きて いる。 さ らに,分 か らないことが あって も,教 師や大人 にす ぐ尋 ね て

済 ませた り,そ の ままに して しま った りと,依 存的 な傾向 も見 られ る。

平成10年12月 に告示 され た小学校学習指導要領 の理科の 目標 は,以 上 の よ うな社会の要請 と,

児童 の実態 や学校教育 へ の期待 を受 けた ものになっている。

自然 に親 しみ,見 通 しを もって観察,実 験 などを行 い,問 題解決の能力 と自然 を愛す る

心情 を育て る とともに自然 の事物 ・現象 につ いて の理解 を図 り,科 学的な見方や考 え方 を

養 う。

目標 に新 たに加 え られ た 「見通 しを もって」 は,主 体的 な問題解決の活動 を よ り一層重視 し

ていかな ければな らな い ことを示 して い る。 これは自己責任 の自覚 を もち,予 想 など と観察,

実験 の結果 の一致,不 一致が明確 になる過程 を通 して,自 分 の考 えを見直 し,行 動 を改善 す る

態度 を身 に付 け ることで ある。

特 に理 科学習 で は,児 童が見過 ごしている身 の回 りの自然事象 に対 して,も う一度見っ め直

し,主 体的 に問題 を見 いだす ことがで きる児童 を育 てる必要があ ると考え る。 このよ うに主 体

的 に見 いだ した問題 は,児 童 な りの考 えや根拠 に裏付 け られて お り,見 通 しを もって追究 す る

ことがで きる。 そ して,見 通 しを もって問題 を追究す る中で事象 を比べ た り,変 化 と関わ る要

因 を抽 出 した り,計 画的 に観察や実験 な どを行 った り,多 面的 に追究 した りとい った問題 解決

の資質 や能力 を育 て ることがで き,ひ いては,科 学的 な見方や考 え方を もっ ことにっ ながる
。

これ らの 資質 や能 力が 「生 きる力」 に結 びついてい くと考 え る。

以上の ことか ら,本 研究主題 「見通 しを もって観 察,実 験 な どに取 り組 み,科 学 的な見方 や

考 え方 を培 う指導 の工夫 」を設 定 した。
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2研 究主題 の とらえ方

今回改訂 された新学 習指導要領で は,児 童 が 「感 じ」「考 え」 「実感す る」段階を追いなが ら,

自 らの問題解決 の活動 を作 り上 げる ことで,実 感 を伴 った理解 を図 ろ うとしてい る。 これ を受

け,「 見通 しを もった問題解決 の活動」 が児童の主体性 を育て,ひ いて は科 学 的 な ものの見 方

や考 え方(主 に資質 ・能 力)を 培 うと考 え,研 究 を進 めた。

(1)「 見 通 しを も った 問 題 解 決 の活 動 」 につ い て

「見 通 しを も った 問 題 解 決 の活 動 」 とは,児 童 が 「自然 の事 物 ・現 象 か ら見 い だ した 問 題 に

対 して 自分 な りの構 想 を もっ て解 決 しよ う とす る活 動 」 を指 す 。 「自分 な りの 構 想 」 と は,た

だ単 に結 果 が こ うな るだ ろ う とい う予想 で は な く,そ れ を解 決 して い くた め の具 体 的 な方 策 を

も含 ん だ もの で あ る。 そ して,「 見 通 しを も った活 動 」 が連 続 して 行 わ れ る こ と に よ り,科 学

的 な もの の 見 方 や考 え方 が,よ り高 度 な ものへ と育 って い くと考 え られ る。

問題の
とらえ

予想や
仮説

解決の
構想

実験や
観察 園 ⇒ 次の

問題解決へ

そ して 見通 しを も った 問題 解 決 の活 動 に は,次 の よ うな 意義 が 挙 げ られ て い る。

・主 体 的 な 問 題 解 決 の活 動 を通 して ,自 己責 任 の 自覚 を も つ。

・予 想 と観 察 ・結 果 な どが 明確 に一 致 した り不 一 致 に終 わ った りす る こ とか ら
,自 分 の 考

え を見 直 し,行 動 を改 善 す る態 度 が 身 に付 く。

・自然 の性 質 ・規 則 性 ・真 理 な ど が人 間 の創 造 物 で あ る と い う考 え に立 つ
。

以 上 の こ とか ら,各 学 年 の 発達 段 階 を 考 慮 して,以 下 の よ うな 観 点 で 研 究 を進 め た。

・児 童 が問 題 を 常 に 自分 の もの と して と らえ ,一 層 主 体 的 に学 習 を展 開 で き る よ う に,情

報 交 換 の場 や一 人 一 人 の実 態 に合 わせ た指 導 を工 夫 して い く。

・カ ー ドや発 言 な ど に よ る表 現 だ けで な く,ひ とっ ひ とっ の 行 動 やっ ぶ や きを含 め,様 々

な 活 動 か ら一 人 一 人 の 児 童 の 「見 通 し」 を 見 取 れ る よ う に,支 援 ・評 価 を工 夫 して い く。

・見 通 しを も った 問 題 解決 は,ひ とつ の 結論 で 完 結 す る の で はな く,次 の 問題 に も関係 し,

つ な が って い くも の だ と い う意 識 を もた せ る よ う に学 習 の 流 れ な どを 工 夫 して い く。

(2)「 科 学 的 な 見 方 や 考 え方 」 に つ い て

「実 証 性 」 「再現 性 」 「客 観 性 」 な どの 科 学 的 な見 方 や 考 え 方 は,

・問 題 解 決 の 能 力(資 質 ・能 力):「 科 学 的 な思 考 」 「観 察
,実 験 の技 能 ・表 現 」 を含 む

・自然 の 事 物 ・現 象 に っ い て の理 解(知 識 ・概 念)

な ど に よ り深 ま って い く と考 え られ る。 ま た これ らは理科 に特 有 の 「自然 に親 しみ,見 通 し

を も った 観 察,実 験 」 を行 う こ とに よ って児 童 に培 わ れ る と考 え る。

以 上 の こ とか ら 「見 通 しを も った 問題 解 決 の活 動 」 を も とに,各 学 年 が 重 点 的 に育 て た い

資 質 ・能 力 を取 り上 げ,そ の た め の具 体 的方 策 を工 夫 し,研 究 を進 め た。
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3全 体研究構想図
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っめる目を養い,そ こで得 られたイメージか ら結

果や解決の構想を考え,自 分なりに表現する力。
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,一第3学 年分科会 ・

自然 の事 物 ・現象 を,共 通点 や

相違点 とい う視点 で比較 しなが ら

調 べ ることので きる資質 ・能力。
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、β 第5学 年分科会 ・

自ら見いだ した問題に対 して,予 想 や仮説 ・構

想をもち,自 分の発想を尊重 しなが ら計画的に観

察,実 験に取 り組む力。
♂
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.一第6学 年分科会 、

見いだ した問題を多面的な視点でとらえ,結 果

を予想 し,解 決の構想,実 験 観察などの方法 を

考え,問 題解決に取 り組む力。
J

ノ

.一一第6学 年分科会 ・

自然 の事物 ・現象 を,多 面 的な

視点 で観察,実 験 し,結 論 を導 く

ことので きる資質 ・能力。
＼ ノ
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II第3学 年分科会

分 科 会 主 題

自 ら進 んで 自然 に親 しむ活動 を通 して,

自然の事物 ・現象 を比べ なが ら調べ るカ を育て る指 導の工夫

1分 科 会主題設 定の理 由

(1)主 題設 定の理 由

今,児 童 を取 り巻 く日常生 活 には,簡 単便利 な物があふれて,直 接体験 をっ む機会が急激 に

減少 してい る。 また,児 童 が 「お も しろい,不 思議 だ。」 と思 って夢 中に な って取 り組 ん で い

る物 は,仮 想現 実 のゲームの世 界等 が多 い。例えば,昆 虫 の アニメは大好 きで も本 物の虫 には

触 った ことがない などの実態 があ る。

こ うした実態 か ら,自 然 の事 物 ・現 象 と出会 って も,実 感 を伴 った問題意識を もちに くい児

童が増 えてい る。 この ことが,問 題解 決への見通 しを もちに くくさせて いると考 え られ る。 そ

こで,直 接 自然 に触れ る機会 を多 くもたせ,自 然 を見っ ある目を養 うことが重要 であ ると考 え

た。 また,繰 り返 し注意深 く自然 を見 つめ るための観点 を用意す ることも重要 であ る。観 点 と

して,調 べ る事象 の相違点 や共通点 を常 に意識 させ る ことで,児 童 は自ら自然 の規則性 を見 っ

けてい くことが で き,自 分がっ かんだ自然 の規則性 を他の児童か らも認め られた とき,解 決 の

喜 び は更 に大 きな もの になると考 え られ る。

このよ うな問題解決 の活動 は,学 習 に入 る前 に抱 いてい た児童の素朴 な考 えを,よ りは っ き

りとした概念 に変容 させ ることがで きると考 える。見通 しを もちなが ら,繰 り返 し対象 に働 き

か け ることは,児 童 に知的 な喜 びや科学的 に追究 してい くことの楽 しさを味 わわせ る ことに通

じる。

以上 の考 えに よ り第3学 年 分科会の主題を上記のよ うに設定 した。

② 全体研究主題 との関連

ア 「見通 し」 につ いて

第3学 年 の児童 にと って は,観 察,実 験 の場 において,見 通 しを もって論理的 に次の段 階

を考察す る ことはまだ難 しい。また,そ れを表現す る力 も十分 に育 って いない。

そ こで,学 習前 に様々 な遊 びを体験 させる ことによ り,児 童が 自 ら進んで 自然 に対す る働

きか けをす るための素地 作 りを行 った(0次 の設定)。 この ことによ り,ま ず,自 然 に対 す

る興味 関心が高 ま り,次 の活動 に対す る意欲 が喚起 され る ことが期待 され る。 また,こ の活

動 を通 して,自 然 とい う ものに対 して漠然 としたイメー ジを もち,児 童 がそのイメー ジを少

しずつ 自分の言葉 に変 えて表現で きるよ うに学習過程 を工夫 した。 自然 の現 象にっ いて,ま

ず体感 を通 して 自分 の言 葉で表現 し,次 に友達 との意見交換 により表現 の幅を広 げ
,さ らに

具体的 な数値化 な どを行 い,一 般化す る。 この手順 によ り,児 童 は漠然 ともっていたイ メー

ジを頭 の中で は っきりと形 に し,表 現す る ことがで きるよ うになると考 えた。

また,こ の過程 を繰 り返 し踏 む ことによ り,技 能や思考 の流れが定着 し,児 童 は見通 しを

もって考え るための素地作 りがで きると考 えた。
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さ らに,以 下 のよ うに見通 しのそれぞれの段階 において児童 を見取 り,一 人一人のっ まづ

きに対 して対処 で きるよ うに手 だてを考 えた。

◆ 問 題 解 決 の 活 動 の 流 れ ◆

〔 自懸 象 との出会い一 ・次 ・単元に関わ りのある意図的な遊び 〕
y

〔問 題 の と ら え 〕

見通 しを もちにく

い児童への手だて

見
通
し
を
も

£
活
動

見
通
し
の
段
階

圃圃
解決の構想

[予想や仮説}・

一

・0次 の充実

・考 え る時間 の保証

・ヒン トカー ドの

提示
・ワーク シー トの

充実 ・工夫
・情報交換 の

倶 の譜宗

〔解決の構想}・

〔実験糊 察〕E

〔結 果ト

/

〔実験襯 察】

〔結 果1

＼v
〔 考 察}

場の設定
など 号

比べなが ら調べる力

見通 しの段階

の見取 り

・行動 観察

・発言

・っぶや き

・計画 カー ド

・記録 カー ド

など

イ 科学 的 な見方 や考 え方 につ いて

第3学 年で は学習 の過程 において,自 然 の事物 ・現象 の違 いに気付いた り比較 した りす る

資質 ・能力 を育成 す ることに重点が置 かれている。 そ こで,比 較の対象を はっき りとさせ,

比較 す る視点 を増 やす こ とで,児 童 が多様 な調 べ方 を工夫 し,共 通点や相違点 を見 いだ しな

が ら,科 学的 な見方 や考 え方 を育 て られ るように指導 を工夫 した。

2指 導の手 だて

(1)児 童 を見取 るため に …

第3学 年 の段 階で は,論 理 的 に考えて見通 しを もち,そ れを表現 す るのは難 しい と考 え られ

る。 そ こで,以 下 のよ うに して児童の考え を知 る ことが,児 童の見通 しを見取 る上で大切 だ と

考 え,そ れを見取 りの場面 と して想定 した。

自分がしていることは何?

次は何をすればいいのかな?

何に気を付ければいいのかな?

何を使ってすればいいのかな?

1礁 ○
"L↓ ノ〃

/!畢 、

実際に実験 ・観察 しよう。

結果をまとめよう。

次はこんなことを してみたい。

行動観察 ・学習 カー ド・発言 ・っぶや き

グループでの話 し合 い ・聞 き取 りなどか ら
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② 見通 しを もたせ るための手 だて

ア 学習過 程 の工夫

自然 の事 象 に対 す る意識 を高 め るため に,0次 と して,単 元 の前 に遊 びの活動 を多 く取 り

入れ児童が 自分 の考 えを もっ ための体験の場を設定 した。 また,繰 り返 しの学習 を行 い,比

較 の対象や視点 を広 げ られ るよ うに指導計画 を工夫 し,学 習の習熟 を図 った。

イ 支援 の工夫

細 かい見通 しの段階 と個 々の見通 しを見取 るポイ ン トを設 け,そ れぞれの段階 ごとに予 想

され る児童 のっ まず きに対 して準備 を し,個 人差 に対応 で きるよ うに考え た。 また,個 人 を

中心 に学 習を進 め る中で,友 達 との情報交 換の場 を多 く設 け,互 いに高 あ合 えるよ うな場 作

りを工夫 した。

ウ 学 習 カー ド ・教材 の工夫

何 と何 とを比較 すれば いいのかが は っき り分か るよ うなカー ドを作成 した。記述 にっ いて

は,絵 や言葉 が 自由 に書 けるよ うに形式 を自由に し,何 枚 も同時に見 られ るよ うに,小 さ く

作 った。また,学 習過程 が分 かるカー ドと,自 己評価 カー ドを別 に作 り,児 童の見取 りに役

立て た。簡単 に作成 で き,太 陽 の動 きを記録 で きる道具 を工夫 した。

3実 践事例 「日なた と日かげ」

(1)児 童 の実 態

児童 は日常生活 を通 して,日 なた は暖か く,日 か げは涼 しいことを体験 的 に知 ってい る。 ま

た,光 を さえ ぎる とか げがで きること も,体 験的 に知 って いる。 しか し,こ れ らの ことは,あ

くまで も経験 と して知 って いるだ けで,意 図的 に比べた り調べ た りしてっかんだ ことではない。

さ らに,太 陽 に関す る体験 は,学 校 の立地条件,一 人一人 の住宅事情 などによ り,一 人一 人

様 々で ある。 中に は日の出や日の入 りを見 る機会 を もて ない児童 もいる。 また,知 識 と して,

太陽 は動 かず,地 球が その周 りを回 って いるととらえてい る児童 も多 く,「 太 陽 の動 き」 とい

う投 げかけに抵抗 を感 じてい る場面 も見 られた。

② 学 習前 の いろいろな遊 び

単元 の学 習 に入 る前 に,休 み時間,体 育の時間な どを使 って,

以下 にそ の例 を挙 げ る。

いろ い ろ な遊 び を行 った 。

安 全 地 帯っ きか げふ み遊 び

。逃 げ る範 囲 に ライ ンを引 いて お く。

・大 き な木 や建物 の影 の中 を安全 地 帯 と し、

10秒 間 入 って い られ る ことにす る。

・ユ度 出 た ら、4隅 の コー ナーを踏 む まで は

安 全地帯 に入 れ な い。

・午前 と午 後 の2回 か げふ み遊 びを す る と、

安 全 地帯 がな くな って い る ことか ら、影 の

移動 に 目を向 け る ことが で き る。

日 なた 。日か げ ドッジボ ール

・日な た と日か げ をそ れぞ れ陣地 に して ドッジボー ルをす る。

かげ集あ

・運動場でかげさがしをして、見っけたかげを

水の線でなぞり、友だちと紹介しあう。

・しばらく時間がたっと、水線とかげがずれる

ことや日なたの部分の水線が乾き始めること

などに気櫃 いく.膣 瞬

驚 …難 藻
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(3)指 導 計 画:9時 間扱 い

⑧
國

日なたと日かげを使 って,い ろいろな遊 びを しよ ■ 一」

○ 自然 とふれ合い,自 分の考えを もっために必要な体験をする。

○いろいろな遊びを通 して→ 日なたと日かげに対する共通の基盤をもっ。

自然 とふれ合い,進 んで関わ り合う

畢

畢
第2次 ・日なたと日かげのちが璽)

1日 なた と日か げのちが いを調べ よ う

〆 、

校庭に出て,体 感 によ

る違い比べをする。

十分 な体感活動

、 ノ

L

●
r

r、

体感 した ことが らを,

調べ る方法を考え る。

自分 の考 えを もっ

㌧ ノ

L

P

　一一 一一 一一

欝∴

自分の考えた方法 で調

べてみる。

自分の考えを確かめる

i
i

第3次:調 へた ことを発表す る

調べてみてわか った ことを発表 しよう

友達との清報交換 イメージをよ り確かなものにする

i
/
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(4)考 察

ア 成果

・学習前 の遊 び等 ,さ まざまな活動 の時間を十分に確 保す ることによ り,児 童 が 日なたや 日か

げに対 して意識 を高 め,学 習 に対 す る共通の素地 をっ くることがで きた。学習 を進 める中で

も,遊 びの中で得 られ た体験 が発言 と して出て くるな ど,成 果 が見 られ た。 また,そ れ らを

発展 させ た遊 びを工夫す るな ど,い ろいろな場面 で 日なたや 日かげに対す る関心 の高 ま りが

見 られ た。

・児童 の見通 しの段階 に見取 りのポイ ン トを設 けた ことで
,っ まず きが予想 される児童 に対 す

る事 前 の準備 がで きた。

・季節 にまたが った活 動 によ り観 察 の視点 が広 が り,日 なた と日か げに対 し,「 暑 い」 か ら

「暖か い」や,「 涼 しい」 か ら 「寒 い」等,そ れぞれに対 す る表現 の仕方の変化 に も気付 くこ

とがで きた。また,観 察 の視点 も広 が り,季 節 によ る自然現象 の変化 を,暖 かさや寒 さ と対

応 させ て発見 す る様子 も見 られた。 さらに,気 温 や地面 の温度 の測定 など,器 具 の使用 に も

習熟 が見 られた。

イ 課題

・実 際 に見取 りを行 う際 に一人一人 の様子 をっかむ ことを重視 して行 ったが
,細 かい項 目に至 っ

て は,な か なか見取 りきれないのが実状だ った。今後,カ ー ドや対象児童 を しぼるなどの工

夫 が必要 であ る。

・ 「か げによる太 陽の動 き」 の学習 で は,夏 に行 った学習 か ら時間 が経 って いたため もあ り,

児童 の意識 が もうひとっ高 ま らなか った。や はり,児 童 の関心 が高 まった時期 に学習を進 め

るのが妥 当であ る。春 と夏 に行 う,夏 と冬 に行 うな どの年間指導計画の見直 し等を含 めて検

討 して いきたい。

・この単元 は,天 候 に大 き く左右 され るだ けではな く,地 域差 や個人 の住宅 事情 などによ り,

児童 の既習体験 に大 きな差 がある。今 回の秋 の学習 で も晴天 の日が少 な く,時 期を再考 す る

必要 が あった。今後,そ れぞれの学校 や地域 に合 わせた展開 の工夫や,教 材の準備が必要 で

あ ると思われ る。

4考 察 と今後の課題

今回 の研究 を通 して,「 見通 しを もっ」 ための素地作 りと して,3年 生 の児 童 に最 も大切 な

のは,や は り自由で十 分 な体験活動 であ ると思 われた。普段 の生活 や遊 びの中 で,ま た他教 科

の学習 の中で 自然 とふれ合 う機会 を十分 に取 り,自 然 を見っ める目を養 って いきたい。 そ して

それ らの活動か ら自然 現象を比較 し,っ な ぎ合 わせ られるよ うな指導計画を工夫 して いきた い

と考 え る。

また,「 見通 しを もった学習 」を考 え る上で,一 人一人の児童 を見取 り,そ れ に対 して どの

よ うに指導 を工夫 してい くかが これか らの最大 の課題 として残 った。児童の表現力 を豊か にす

ることを は じめ,様 々な観点か ら児童 を見取 るための工夫 を してい く必要が あるだろ う
。
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皿 第4学 年分科会

分 科 会 主 題

進 んで 自然 の事物 ・現象 にかかわ り,

変化 と要因 を関係付 けて考 える児童 を育 てる指導の工夫

1分 科 会主題設定 の理由

(1)全 体主 題の と らえ方

全体研究 主題 「見通 しを もって観察 ・実験 な どに取 り組 み,科 学的 な見方 や考 え方 を培 う指

導 の工夫 」を受 け,第4学 年 では上記分科 会主題 を設定 した。第4学 年 では 「見通 しを もって」

活動 す ることを次 の よ うに とらえた。

児童 が強 く興味 や関心 を もて る事象 に出会 い,そ れ らに親 しむ活動 の中で不思議 さや面 白 さ

がっの り,「 ～ したい」 とい う目的意識 を明確 に もつ ことが,「 見通 しを もって」活 動す る第1

段階で ある と考 え る。

次 に,児 童 が見 いだ した問題 を,自 分の生活経験 や様 々 な学習経験 を根拠 と して,具 体的 に

解決 して い く方 法を各 自が もて るよ うにす ることが第2段 階であ ると考 え る。児童 の生活経 験

の少 ない事象 に は,十 分 にか かわ る時 間や場を設定 す る必 要があ る。自分 な りの思 いをあ ぐ ら

す活動を確保 す ることが大切 であ る。「生活経験 やす でに体験 した活 動 か らす る と,こ うすれ

ば こうなるはずだ。 こうい う方 法でで きるはずだ。」 とい う児童 な りの根 拠 を もち,結 果 まで

を見通す活動 がで きるよ うに したい。

「科学的 な見方 や考 え方」 につ いて,第4学 年で は,自 分の考えを学習 カー ドに表 した り,

児童相互 にそれぞれの考 えを整理 した形で提示 した りすれ ば,児 童 は自分の活動を振 り返 り,

さ らに,だ れにで も共通す る変化 とその要因 との関係を と らえて い くと考え た。

② 主題設定 の理 由

「進ん で自然 の事物 ・現象 にかかわ り」 とは,児 童が事象 に出会 い興味を もち,共 通 の問題

や 自分 の問題 を見 いだ し,結 果を予想 し,構 想(生 活経験 や学習 経験 を根 拠 と した結果 まで の

見通 し 。方法 の見通 し)を もって活動 す る姿 であ る。進 んで とは見通 しを もった活 動 を しよ う

と してい ることで あ る。第4学 年の各単元 ごとに徐 々に育 ててい くよ うに したい。

さ らに,事 象の変化 を繰 り返 し体験す る中 で,第4学 年 では,そ の変化を引 き起 こす要 因 に

気付 く学年 で もあ る。そ こで 「変化の要因 と関係付 けて考 える」 とい う主題 を設定 した。 目に

見 えない対象 で あ って も,い くつかの要因 を考 える ことが で きる。学習 カー ドに自分 の考 え を

表 し,そ れ らを振 り返 ることがで きるよ うに工夫 した。 さ らに,カ ー ドの掲示の仕方 を工夫 し,

その情報 や友達 の言動 か ら,自 分の考 えの妥 当性 や他 の方法 や考 え方をっか む ことが で きる と

考 えた。

(3)研 究の仮説

ア 自然 に興 味 を もってかかわ り,思 いをめ ぐらす場を設定すれば,見 通 しを もって活 動 に

取 り組 あ るだ ろ う。

イ 自分 の考 えを振 り返 った り友達 の活動 や考 えを聞 いた りす る場 を設定 すれば,児 童 は変

化 をその要因 と関係付 けて考 え ることがで きるだろ う。
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2指 導 の手 だ て

「電 気 の は た ら き」 を 具 体 例 と して,手 だ て の5っ の柱 を以 下 に示 す 。

(1)興 味 ・関 心 が もて る学 習 材 の工 夫 … 。 ・・ 。 ・・ ・・ ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・ …

興 味 ・関 心 が もて,工

作 の 苦 手 な児 童 で も容 易

に製 作 で き る 「簡 易 モ ノ

レール 」 を 採 り入 れ る。

ま た,本 体 を最 軽 量 化

し,電 池 の っ な ぎ方 に 当

初 か ら目を 向 け させ る。

モーターノ ヲ
(FA-13QRA)

単 三 乾 電 池1

1〔鳶 「

曳㌦

、 、

ム

>
b

1■

1

1ぐ 十 一 プ+(φ40mm)

ナイロンテグス

q4号 ・全 長15m)

、レ

プラスチックダンボール

←(50mmx170mm)

② 目的意 識 を も た せ,思 考 の 流 れ を促 す 学 習 過 程 の 工 夫 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

普 段 か ら手 作 りテ ス タ ーや 検 流 計 に触 れ させ,電 気 へ の関 心 を高 め る。 また モ ノ レー ル を

速 く走 らせ た い とい う 目的 意 識 を もっ こ とで見 通 しを もっ た活 動 にっ な げ る。 っ な ぎ方 を 整

理 す る時 間 を 十 分 に と り,電 流 の量 とモ ー タ ー の回 転 の 関 係 を しっか り と らえ るよ うにす る。

(3)見 通 し を も っ た 活 動 へ の 支 援 の 工 夫 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

記録 や,行 動観察 か らの

見取 り,聞 き取 りを もとに

児童 の見通 しを把握 し,個

々に応 じた支援 を行 う。

辱 翻謙 を
ん 帖 凝 祉 競争したリ汐 イムを

とってたしかめてみようね

どう糊 織 象
1｠r

璽く霊)一
∴ 二勲 。皇

いいわよ

最初は自分の考えたつなざ方
を確かめてみよう

(4)学 習 カ ー ドの 工 夫 ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

見 方 や 考 え 方 の 変 容 を 追 え る よ う に 実 験 の 様 子,分 か っ た こ と な ど を 記 述 で き る よ う な カ

ー ドを 工 夫 す る
。 ま た,学 習 の 振 り 返 りの た め に,既 習 の カ ー ドを 見 や す い よ う に 貼 付 し,

お 互 い に 考 え を 見 合 え る よ う に 常 時 掲 示 して お く。

(5)情 報 交 換 の 場 の 工 夫 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ….....

グ ル ー プ単 位 で の 作 業 場

や,テ ス トコー ス,学 習 カ

ー ドの 掲 示 板 を設 け る
。 そ

の 中 で,友 だ ち の 工 夫 を見

た り,話 した りす る こ と で

友 だ ちの 考 え を知 り,自 分

の考 え を 振 り返 る こ とが で

き る よ うに す る。

出璽

け い じば ん

はやくなった かわらない

口口口 口口
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3実 践事 例 「電気 の働 き」

(1)児 童 の実態(電 気 に関 して)

ア 今 までに学習 した内容 はよ く理解 して いるが電気 をエネルギーと して とらえては いない

豆電球 が点灯す るよ うに回路 を作 ることや電池か ら電気 が流 れてい ることにっ いて はほ

とん どの児 童が正 しく理解 している。3年 で学習 した電気 の性質や+,一,豆 電 球 な どの

用語 な ども電気 と関連付 けて理解 している。 だが,エ ネルギー として とらえてい る児童 は

少数 であ る。(下 表参 照)

イ 身近 な家電製品や体感 か ら電気 をとらえている

家庭 用の電化製品 を通 して電気 を身近 に感 じている児 童が多い。 同 じよ うに 「明 るい」

や 「熱 い」 な ど電気 を体感 で とらえている児童が半数 いる。(下 表参照)

ウ 電気 の流 れ は押 さえ られ ていない

電気 の流 れ につ いては,「 両極か ら豆電 球 に流れてい ってぶっか って光 る。」 な ど十分 に

理解 されて いない傾 向がア ンケー トか ら出て きて いる。5,6年 に も同 じ様 な傾 向が み ら

れ る。

問い 電気について知っていることを書きましょう(自由記述で行い内容別に分類)単 位(%)

自然現象 電気の性質 エネルギー 電気の用語 電化製品 電 化 製 品 で得られた感覚 無回答

3年 8 13 4 11 33 41 18

4年 10 33 12 53 74 51 13

5年 6 18 30 27 56 44 11

6年 7 24 27 31 11 53 4

[平成12年5月 実施 ・3年 生(157名),4年 生(188名),5年 生(197名),6年 生(182名)]

(2)指 導計画

3年生の学習を振り返る 畢 電池を使・た活動へ噺

第1次 ・モ ノ レール作 り②}

iモ ーター を回 してみ よ うi

二 動 くおもちゃを作 りたいな'

▼

「見通しをもたせ見方や考え方を育てる支援1
L___________________.._一____一 一_

「 遊べ る場,時 間 の確保
」

→興味 ・関心

「一廃 言あ仕芳一「見一じだぢ£　一一一一一

iな った」→要因と結果の意識

モノ レールを作 って遊ぼ う

㌔_h?と 速 く走 りせ たヒ整 .一一' 叢
第2次 ・電池のつ なぎ方 と電流⑤II

モ ノ レールをも っと速 く走 らせよ う

ためしてみる

1走ら曙 麟 雛iI一

}興味窒罐 黒傍躍歪1

個別支援

記録方法,提 示方法の 「夫
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電池のつなぎ方の秘密をさぐろう

○っなぎ方を分類 して,仲 間分けする

rコ

1情 報交換の場と時問の確保1
_J

i結 果の集約か ら新 しい疑問
}発 生 →新たな目的意識

ズ へ

直列
っなぎ
、 ノ

並列
つ まぎ

ショート

つdぎ

「

施行がスムースに流れるよう

っなぎ方の理解の徹底

丸 一軍 挺の強さがっがっのかな'"一 一'「酵

○直列,並 列 っ な ぎの電流 の強 さにっいて調 べ る一
「個別支援1
L___________J

定設の場の換交報情

第3次 ・光電池の性質②

○光電池を使 ってモーターを回そう
○光電池の秘密をさぐろう ゆ

第4次 ・お もちゃや道 具作 り②

○おもちゃの設計図を作ろう
○材料を集めて作ろう

(3)授 業 の実 際

モ ー タ ー を 回 して み よ う

○ モ ー タ ー,乾 電 池,プ ロ ペ ラを

使 って 自由 に操 作 す る

・扇 風 機 み た い

・電池 の向 きを反対 にす ると反 対 に回 った

・モ ー タ ーが熱 くな った

モ ノ レー ル を作 って み よ う

・簡 単 に で きた

・走 らせ て み よ うよ

モ ノ レー ル を も っ と速 く走 らせ よ う

○電池2個 を使 って設計 図をか く

(個別支援)

設計図 をか けな い児童

←個 々の部 品を簡略化 してか き,

負担を感 じさせ ないよ うに配慮

導 線が交錯 して いる児童

←言葉で説明 させなが らどこにど

うっ ないでい くのか整理 させ る

○ テ ス トコースで実 験す る

・電池2個 に した ら速 くな った

・2個 の したの に1個 の ときよ り遅

くな ったよ

・電気がいっぱいモーターに伝わった

i電池 のっな ぎ方が関係 あ るのかな1

電 池のつ なぎ方 の秘密を さ ぐろ う

○っ な ぎ方 を仲間分 けす る

匝 列つなぎ1 並列 っ なぎ シ ョ ー ト回 路 國
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(4)考 察

ア 児童の考え る変化 の要因 を1つ に絞 って教材 の提示 を した こと

変化 の要 因を と らえやす くす るために,電 池 のっ なぎ方 のみに絞 る指導計 画を立 て た。 児

童 の 目的意識が その後 の電 気の働 きに収束 しやす くな り,思 考が整理 された。

イ つ なぎ方 を分類す る時間 を確 保 した こと

変化 の要 因を絞 ってっ なぎ方 に注 目 して も,つ なぎ方 それ 自体が複雑 で とらえに くい児 童

も多 い。その ため,つ なぎ方を分析 し,直 列っ なぎ,並 列っ な ぎ,そ れ以外 のっな ぎ方 の3

っ に分 類す る時間 を設 けた。 これ によ り児 童 はっ なぎ方を確実 に とらえ ることがで きた。

ウ 児童 の変 容

「速 くす る工夫」 の活動 に取 り組 み始 めた時点 で,ほ とん どの児童 は設 計 図 をか くことが

で きた。教 師の見取 りでは直列 っな ぎが3割,並 列 っな ぎが6割 であ ったが,ほ とんど の児

童 が,っ な ぎ方 へ の意識 は うす く,単 に2本 にすれば速 くな るとい う意識であった。 しか し,

学 習活動 を進 めて い き単元終了時 には,速 くす るっな ぎ方 といった時,ほ とん どの児童 が 直

列っ な ぎを図示 で きるよ うにな った。 っな ぎ方 によ って速 さが違 うことに気付 いた時点 で,

電気 の流 れを要因 として とらえ る事 は難 しか った。検流計 を用 いて,電 気 の流 れの強 さを感

じるようにな って きた。

4成 果 と今 後 の課 題

(1)見 通 しを も って 活 動 に取 り組 む

製 作 の容 易 な 「簡 易 モ ノ レー ル」 を開 発 し,電 気 を使 った活 動 をi・分 に行 わ せ た。 す る と児

童 は,興 味 ・関 心 を も って 「よ り速 くす る工 夫 」 と い う課 題 を も ち,目 的 意 識 を も って活 動 に

入 る こ とが で きた。 児 童 に は,自 ら方 法 を考 え よ う とす る姿 が 見 られ た。 ま た,記 録 カ ー ドに

よ り個 々 の考 え を 把 握 した こ とで,見 通 しを も った活 動 へ の具 体 的 な 支 援 が で き た。 「電 気 の

はた らき」 の単 元 は,興 味 ・関 心 を比 較 的 引 き出 しや す い単 元 で あ る。一 方,児 童 の生 活 体 験

に乏 しい,興 味 ・関 心 を もち に くい事 物 ・現 象 を扱 った場 合 に 同 じよ うに主 体 的 に 目的 意 識 を

も って活 動 させ る た め に は,よ り児 童 にそ の 事物 ・現象 にふ れ させ て ト分 な体験 を積 ませ,や っ

て み た い と い う意 欲 を もた せ る学 習 材 の 工夫 が必 要 で あ る と考 え る。

(2)科 学 的 な見 方 や 考 え 方 を育 て る

目 に 見 え る モ ノ レー ル の 動 き と,目 に見 え な い 電 気 とを 結 び付 け,電 気 の流 れ を よ り児 童 が

イ メ ー ジで き る よ うに,学 習 計 画 にっ な ぎ方 を整 理 す る時 間,検 流 計 を 自由 に使 う場 を採 り入

れ た。 そ の結 果,っ な ぎ方 の理 解 は深 ま った。 しか し,モ ー ター の回 転 の変 化 の 要 因 は,電 流

の強 さの 変 化 よ る もの で あ る こ とを 自分 の考 え と して 認 識 で きた か と い う点 で は,十 分 で あ る

と は言 い 難 か った。 具 体 的 に と らえ られ な い事 物 ・現 象 に対 す る 児童 の 見 方 や 考 え方 を育 て る

に は,中 学 年 の段 階 で は,よ り適 切 に 目 に見 え る形 で表 現 で き るよ うな 教 材,例 え ば,電 気 で

い うな ら,パ ソ コ ンを利 用 して 電 流 の向 きや量 の大 小 を視 覚 的 に 表 す こ とが で き る シ ミュ レ ー

シ ョ ン的 な教 材 が効 果 を あ げ られ る の で はな い か と考 え る。
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IV第5学 年分科 会

分 科 会 主 題

見 いだ した問題 を計画的 に追究 し、

生命 の連続性や物 の変化 の規則性 についての見方 や考 え方 を育て る指導の工夫

1分 科会主題 設定の理 由

(1)見 いだ した問題 とは

見通 しを もって観察 、実験 に取 り組 むに は、 まず児童 自身が問題 を 「見 いだす」 ことが大 切

で あ る。児童 の身 の回 りに は、実 に多 くの科学的な事物 ・現象があ るに もかかわ らず、それ ら

に気 が付 かず生活 して いることが多 い。 自然 を通 して何か を学ぶ には、 自然 と向かい合い、 自

然 に親 しむ ことが大切 であ る。 その ため、 自然 の事物 ・現象 と直接触れ合 う場面 を意図的 に多

く設定 す る。そ こで見いだ され た問題 は、児童 の次 の意欲的 な活動を促す上で とて も大切 で あ

る。

次 に、第5学 年分科 会で は、「見通 しを もち」 を 「計画的 に」 という言葉 で とらえた。「計 画

的に追 究す る」 と は、児童が見 いだ した問題 に対 して、予想 や仮説、構想を もち、 自分の発 想

を大切 に しなが ら観 察、実験 などを行 うことであ る。無 目的に観察、実験を行 うので はな く、

実験 の方 法や結果 を予想 しなが ら行 うことによ り、児童 は自分 の考 えた実験 に責任 を もち、 そ

れ に伴 って問題解 決の活動が よ り一層主体的 に なると考 え られ る。実験結果 が予想や仮説、 構

想 に一 致 した ときは、 さ らに次 の課題 に取 り組 む ことがで きる。また、一致 しなかったときは、

観察 や実験 などの方法を振 り返 り、それ らを見直 した り、再検討 した りす る ことになる。 この

よ うに絶 えず 自分 を振 り返 りなが ら学 習に取 り組む ことは大変有意義 であ ると考 え る。

(2)科 学的 な見方 や考 え方 とは

第5学 年分科 会 では、「科学的 な見方 や考 え方」 を 「生命 の連続 性 や変化 の規 則性 にっ いて

の見方 や考 え方 」 と とらえた。

「生命 の連続 性 」において は、その個体一代限 りの成長 だ けで はな く、「世代 を越 えた一連

の生命 の連続性 」 ととらえ、幾世 代 に もか けて の継続観 察を行 ってい くことが重要だと考えた。

植物単 元で は、種子 の発芽 か ら受粉、結実 まで を植物の成長 の条件 と関連付け、連続 して扱 う。

自分 が種子 か ら育 てた植物 に花が咲 き、 そ こか ら採れ た種子か ら次の世 代を育て ることは、 児

童 に大 きな意欲 を育 て るだ けで な く、生命尊重 などの心情を は ぐくむ こともで きる。 また、 動

物単元 で も、 自分 の メダカの飼育 を通 して、 メ ダカに対す る愛着 を もたせ、可能な限 り次 の世

代 の メダカまで飼育 、観察 を続 けさせ たい。 さ らに、動植物 を対比 させ なが ら、相違点 や共 通

点 に 目を向 け、生 命の連続性 にっ いての見方 や考 え方 を深 めてい きたい。

「変化の規則性 」 にっ いて は、学習時間 だけに限 らず、 いろいろな場面で体感 を伴 った 自然

体験 や生活体験 を十 分 に行わせ、 自然 と触 れ合 う時間 を多 くもたせ ることによ り、児童 自 ら問

題 を見 いだ させ たい。 そ して 、「ふ り こ」や 「て こ」 の学習で は、「制御す る条件 と制御 しない

条件」 に注 目 しなが ら、試行錯誤 を十 分行わせ、物の動 く様子や物の運動 の変化 とその要 因 と

の関係 を と らえ られ るよ うに したい。予想を基 に実験を計画 し、物の運動 にかかわ る条件 を制

御 しなが ら、調べ る数値 を変化 させ、 その規則性 を追究す る能力 を育て たい。
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2指 導の手 だて

5学 年分科会 で は、主題 にせ まるたあ、『メダカの成長 と産卵』「て このはた らき』 の単 元 に

お いて、以下 のよ うな手だ てで実践 した。

メ ダカの成長 と産卵 て この はた らき

教材教具の ・児童一 人一 人 の問題 意識 を高 め、そ ・児童 の立 てた実験計画を反映でき、
工夫 れ それが継 続観 察で きるよ うな教材 かっ、物の変化の規 則性 にっ いて

*マ イ メ ダ カ 児童の気付きを促す教材
*ペ ッ トボ トル を使 った水 槽 *垂 木やベ ニヤを使 った簡単 な
*チ ャ ック付 ビニ ー ル袋 の 使 用 装置

*水 入 りペ ッ トボ トル の お も り

学 習 カ ー ド ・継続観 察を可能 に し、学習過程 を振 ・課 題 を 見 い だ させ る カー ド

の工夫 り返 る こ との で き る カ ー ド ・条件制御を意識付 け、結果 まで を
*ミ ニ カ ー ド 見 通 せ る カ ー ド

。児童 が見 いだ した疑問 を明確 に して

い く カ ー ド

*課 題 カ ー ド

学習過程の ・一人一人 が 自己責任の もとで飼育 し ・課題 を見 いだ させ、次 の実験 へ の
工夫 たメ ダカを継続 観察す るよ うな学 習 見通 しを もたせ る自由試 行の設定

過程 ・体感か ら数量的思考へ と段階を追 っ
・観察時間 を確 保す るたあの柔軟 な時 てっなげてい く学習過程

間設定
*毎 日15分 観察

3実 践事例

(1)「 メダカの成長 と産卵」

ア 児童 の実態

児童 の生 き物 に対 す る興味、関心 は高 く、実際 に飼 った経験 も豊富 であ る。魚 の飼育 経 験

は8割 以上 であ る。 しか し、生 き物 を深 く継続観察 した経験 は少ない。メ ダカの体の雌 雄 の

違 いや卵 の中の様子 はまだよ く分 か っていない。産卵 やふ化 な ど生 命誕生 の瞬間を実 際 に見

た ことのあ る児童 も、 ほ とん どいない。

イ 指導計画

第1次(2時 間)一 メダカを飼 う準備 を しよ う。→ ペ ッ トボ トルに自分 のメ ダカを飼 う。

第2次(2時 間)一 調 べた いことを見っ けよ う。→ カー ドに調 べたい課題を書 き出 す。

第3次(6時 間)一 調 べて、 まとめ よ う。→毎 日15分 間継続観察 し、学習カー ドにま とめ る。

(ペ ッ トボ トル の水 槽)
糖 ㌃

鮮饗鷺露凝ゼ
転 ◎ ノ織 懸

。。、.一 ≦

/ぜ 一 躊 鰭 糠 鰻 購__..-k.Aボ
.撚 奪轡 』 灘 肇鞭戴

畿鍵

(学 習 カ ー ド:B6版 ミニ カ ー ド)

メ ダ カ 観 察 カ ー ド 舗1 )

6月)2日(7.k)天 気(両)水 温(26●)

〈5日目7
ズ

稀!l
ノ

濾 ・雲中越 くu°<

茎Lと 孟酬 膨わ 力㌧た.

)峡 齢 あ咳 のz..

∋ れ しカ、てセ.
瞳 一,,一 働 鱒
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ウ 授業の実際

自分の課題 にそ って調べ た り、観察 してみよ う

○卵 が産 まれて いない

↓

どうした ら卵が産 まれ るよ うになるのか

情報 コーナ ーを見 て考 え る。

韮 　 職

灘.翻 慧
総 謙 難麟 翻 撃 　蠕 ・

∵聯 鱒 懲 購 鰐
.韓 養

ま ド

ぜ,賦 叢 熱 弼 、、
・エサ が 合 わ な い のか な 。

・オ ス と メ ス の 相 性 が よ くな い の か な。

○卵 が産 まれている

↓

解剖顕微鏡で チ ャック付 き ビニール

袋の卵 を観察す る。

烈

羨ぜあ へ や

　 　 や じ

轟灘1欝 ・一
ぐ 　 セ モ

ヰ

灘 瀬 弾讃

・目玉 の よ うな もの が 見 え る。

・赤 い もの が ピ ク ピ ク動 い て い る 。

○発表 し合 う一情報交換

工 考 察

・児童一 入一人 が 自分 のメ ダカを飼育 す ることにより、継続観察 しようとする意欲が高 まっ

た。 また、命 あ る ものを大事 に しようとす る心情 も育 った。

・気付 いた ことを情報 コーナーの掲示 板 に貼 ることで、情報交換 がいっ で もで きるよ うに

な り、見通 しを もって観察 す ることがで きた。

・学習 カー ド(課 題 カー ド、 ミニ カー ド)を 使 うことにより、見通 しを もって観察 す る こ

とがで きた。

(2)「 て この はた らき」

ア 児童 の実 態

児童 は、 日常 の経 験 を通 して物 の重 さや力 にっ いて 、ある程度の認識を持 って いる。 重

い物 を持 ち上 げ るた めには大 きな力 がい るとか、 ゴムを伸 ばすに も力が いる とかである。

児童 の半 数 は、て ことい う言葉 を知 ってい る。 しか し、 どんな道具 なのか知 っている児童

は少 な く、実 際にて こを使 って重 い物 を持 ち上 げた経験 のあ る児童 は、 ほ とん どいない。

はさみのよ うなて こを利 用 した道 具を使用す る場合 に も、支点 ・力点 ・作用点を意識 して、

よ り効果的 に使 って い る児童 は半数で ある。 この単元で は、導入 と して まず、て ことは ど

のよ うな もの かを体 験 させたい。長 い棒(て こ)を うま く使 うと重 い物 をたやす く動 か す

ことが で きることを、 お どろ きとと もに体感 させた い。
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イ 指導計画

第1次 て この3っ の点 を調べ よ う

第2次 て このつ り合い

第3次 て こを利 用 した道具

ウ 授業 の実際

第1次 て この3つ の点 を調 べよ う

て こを体 験 しよ う

5時 間 。畷

惣 メ
○長 い棒 を使 って、重 い物 を持 ち上 げて

み る。(自 由試行)

教材教具 の工夫

大型実 験用て こ

必要 に より、児童 が 自由に加工

で きる場所 に制限 されない

活 動の場 と時 間の確保

小 グループ(2・3人)の 活動

全員 が体験 で き る

○ て こに は、3っ の 点 が あ る こ とを知 る。

○ カ ー ドを 分 類 ・整 理 し、課 題 を見 つ け る。

見 いだ した課 題 の分類 ・整理

力点に着目 作用点に着目

蓄

擁

.

ノ

ー

麺

欝

鍵

〆

、阪

・

ミ

疑

観
懲

鯉

蛍
FF

麟 銭

だ メ

で 藝 §

〈大型てこを使 った実験の様子〉

箋

.、

鱒1讃鰐
欝 華'
婁

町麟 熱 、'

〈学習 カー ドを分類 している様子〉

て この力 点 ・支点 ・作 用点 の位置 を変 える と、手 ごたえが どう変化 す るか調 べよ う

.
勢

、～ 藩 耀 癖
竹lh
湧 豪麟 褥葵

b^.n.n

謎蜜講 騨
D

〈実験したことを学習カードに記入する児童〉

○力点 ・支 点 ・作用点 の位置 をいろいろ

変 え、手 ごたえが ど うなるか調 べる。

0支 点 ・力 点 ・作 用 点 に着 目 しな が ら、 カ ー

ドに予 想 を たて る 。

・支 点 を動 か した ら、手 こた え が軽 くな っ

た な あ 。

・力点 と支 点 の2っ を一 緒に動か しちゃ った。

・作 用点 を動 かす こと は、気が付か なか った。

第2次 に向けて

(児童の思考の流れにそった学習過程 の工夫)
・手 ごたえか違 っていると感 じたけど、本 当

かな(あ いまいさへの気付 き)

・みんなに分かる方法で表せないかなあ。

(実験結果の共有化)

・大型て こから実験用てこへの転換

(定量化の意識)
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○調 べた ことを学習 カー ドに記 録 し、発表

す る。(情 報交 換)

第2次 て このっ り合 い

〈実験 の結果 を発表 し、

結 果 を共有化 してい る場面〉

翌
t琴
謹

著

凝
欝

難
攣

撚 。難

響

ヤ禁艶
軸 軸 幅 越 無

.一 一 一 一

灘 ー工 考 察

実 態調査 よ り、児童の ほ とん どが この単元 で初 めてて こにふれ る。て ことい う名前 を 聞
いた ことが あ って も、 どのよ うな道具 なのか、 あま り知 らな い子 が多か った。そのたあ、
まず、 自由試行 の時間を十分 にと り、て こを存分 に体感 させた。そ うす る ことで、実 験 に

対 して見通 しを もって取 り組む ことがで きた。 また、 カー ドを使 うことで、変 える条 件 と

変 えない条 件 を意識 して実験を行 うことがで きた。

4成 果 と課題

〈成果〉
・体験 を重視 し、一人一人 が体感を伴 った活動 を十分に行 うことによ って 、学習 に意欲 的 に

取 り組 み、見 通 しを もっ ことがで きた。
・学習 カー ドを用 いて、児童 の見 いだ した問題 を整理 ・分類す ることによ り課題が明確 にな っ

た。
・学習 カー ドの条件制御 を意識付 け る項 目を設 け ることによって

、変化 させ る要因 と変化 さ
せ ない要因 を考 えて実験計画 を立 て るようにな った。
・学 習 カー ドを活 用す る ことによ り

、前 時 までの学習 を振 り返 り、次の学習 に役立て る こと
がで きた。

〈課題 〉
・一 人一人が見 いだ した問題 や観察 、実験 を通 して得 られ た情報を発表 した り、交換 した り

す る場 を工夫 して い く必要が ある。
・条件 制御や定量 化 は、他 の単元 で も繰 り返 し意識的 に取 り上 げ、定着 してい くことが大 切
であ る。
・ 「て この はた らき」の単 元 にお いては

、体感か ら数量的思考への変換 が スムーズに行 われ
なか った。実感 を伴 った理 解を させ るためには、児童の思考の流れにそ った定量化 の図 れ

る学習過程 を考 えて いかな けれ ばな らない。

資料 教材 につ いて

『大型 て こ実験 機MlCW型 』

◆開発 した教材 の利点◆

(1)児 童 が興味 を持 って学 習 に取 り組 め るもの。

(2)児 童 の発想 や工夫 が生 かせ る もの。

(3)安 価 に、 しか も大量 に取 りそろえ ることが

で きる もの。

(4)季 節 や場 所 に左右 されず、 いつ ど こで も実験

がで きる もの 。

(5)あ る程度安 全 に、安心 して実験で きる もの 。

① ガ ム テ ー プ で コ ー テ ィ ン グ した た る木

(3x3x180cm)

②V字 カ ッ トの 台 座

(平 板2枚 、 ね じ止 め)

③ ペ ッ トボ トル に 水 を 入 れ た お も り
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V第6学 年分科会

分 科 会 主 題

多面 的に追究 し, 自然事象 の相互 関係 や規 則性 につ いての

見方や考え方 を育て る指導の工夫

1分 科会主題設 定の理 由

(1)全 体主題 とのかかわ り

第6学 年分科 会で は,全 体研究主 題を次 のよ うに と らえた。

「見通 しを もって」 とは,児 童 が問題 に対 して,自 分 な りの予想や仮説,構 想 を もち,そ れ

らを基 に 自分で観察,実 験 な どの方 法を工夫 し,実 際にそれを行 うことで ある。 さ らに6年 生

で は,見 通 しを もって行 った観察,実 験 などで得た複数 の科学 的 な概念を関係付 け,総 合 的 に

自然事象 を と らえ る必要 があ る。 そ こで,第6学 年分科 会で は,問 題を多面的 に追究 す る活動

に焦点 を当て,研 究 に取 り組 む ことと した。 自分な りの問題解 決の活動 によ り得 られた結果 を,

学級集団 で話 し合 いなが ら考察 し,総 合的に判 断す る活動 を通 して,児 童は一っ の事象 に対 し

て いろいろな角度 で と らえ ることがで きるよ うにな ると考 え るか らであ る。

また,こ れ らの活 動を通 して,児 童 の もつ 自然 に対す る素朴概念 が,科 学 的 な概念 に変 容 す

るであ ろ うと考 えた。

見 いだ した問題 を多面的 に追究す る活動 を通 して,児 童 の自然事象 の相互 関係や規則性 にっ

いての見方 や考 え方 が養われ ると考 え,本 分科会主題 を設定 した。

(2)分 科会主題 の とらえ方

多面的 に追究 す るとは…

●

o

●

一 一
生活経験 や既 習の知識 を基 に,様 々な視点 か ら事象 を見 て,価 値 あ る問題 を見 いi

だす こと。

生 活経験や既習 の知識,友 達 の情報 な どか ら,様 々な解決方法 を考 え,観 察,実

験 な どを行 う こと。

それぞれの解決方法 か ら得 た結果 を整理 した り,情 報 交換を した りして,様 々なi

視点 か ら事象 を考察す る こと。

__一

自然事象 の相互関係 や規則性 についての見方 や考え方 とは…

'}… 一一一一一『一 一 一「

・ 自然 事 象 を 見 た と きに ,一 っ の側 面 だ け で と らえ るの で は な く,様 々 な視 点 で そ

の 事 象 を と らえ る こ とが で き る こ と。i

・ 自然事 象を撚 す る一つ_つ の要因 が,独 立 す るもので はな く,お 互いに関係 ■

合 って成 り立 って い る とい う見 方 や考 え方 が で き る こ と。

一.⊥
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2指 導 の手 だて

陽面

問
題

の
見
い
だ
し

多
面
的
な
追
究

多
面
的
な
考
察

指 導 の 手 だ て

【事象提示の工夫】
。多面的な要因を内包し,

児童の興味 ・関心が高

まるような事象提示 の

工夫。

・予想の根拠 となり得 る

共通体験,自 由試行 の

場の設定。

【学習カー ドの工夫】
・予想や実験,観 察など

の方法,実 験,観 察な

どの際の条件制御,結

果や考察を明確に意識

できるような書式の工

夫。

【情報交換の工夫】
・結果の一斉掲示や分類

整理 など,そ の比較 ・

検討が容易にできるよ

うな情報交換の工夫。

素
朴
な
見
方
や
考
え
方

v

↓
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方

轡麺職
餓 事象との岳套い

厘いだした問題

謁
↓
魎
幽

↓
慧

倉
兀
樋

-し
を

も

っ
肚

実

験
假

療

辮慧

↓
慧

幽

,.一

垂

西

劃
陥
F

六

℃
韮

d
箪
ノ

.

轟
壷
幽
惑
幽

図

見
取
り
・手
だ
て

1 i_.
=

甚

響 翻 匿
誕 な疑問・麹

3実 践事例

(1)本 単 元 にお ける児童 の実態 と教師 の願 い

電磁石 って何?

豆電球,モ ーターと異なり,授 業

を機に初めて出会 う電磁石の事象に

十分に親 しませたい。

モーターに電池 を反対

にっなぐと壊れるよ!

乾電池の向きを変えると事象が逆

転することをあらためて理解させたい。

電池を増 やせば明る く

なるわ1

電流の働 きと,そ れにかかわる

条件に多面的に着目させたいい。

点灯すると答えた児童 約4割

電流の強さや回路を意識させたい。
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② 指導 計画(13時 間扱 い)

z

第

一
次

電
磁
石
で
遊
ぼ
う

2

電磁石 と手 回 し発電機 を利用 したク レー ンゲ ームを しよ う

自然事 象 との出会 い ・・共 通 体 験 ・多 面 性

○ 気付 いた こ と を も とに,学 習 課 題 を作 ろ う。

た くさ ん 持 ち 上 げ 普通 の磁 石 と同 手 で モ ー ターを 回 す

るに は,ど う し た じみたいだな。 だ けで,電 気 が 起 き

らいいかな。 るん だ。

む ↓上
-

電磁石を強 くしよ う!

J

ノ「 「

電磁石 と永久磁石の
性質は同じだろうか?
___

「 「

手回し発電機の秘密を'
探 ってみよう!
Lノ

見 いだ した 問 題

1二 次へ　… 　過 鍔… …　 　 … …

/へ'
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電磁 石を強 くす るに はど うした らいいだろ うか?

三次へ
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磁
石

○ 強 い電 磁 石 を作 る た め に,い ろ い ろ と試 して み よ う。(2>

自由 試 行

○ 電磁 石 を強 くす る方法 を予想 し,実 験 の計画 を立 て よ う。(1)

解 決 の 構 想

○ 計 画 に沿 って,電 磁 石 を 強 くす る実 験 を しよ う。(3)
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コイル に巻 く

導線 を太 く し

てみ よ う
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コ イルに入 れ る

鉄心 の太 さを 太

く してみ よう
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○ 電 磁 石 を強 く して,ク レー ンゲ ー ム を しよ う。(1)

問題の見いだ し

多
面
的
な
追
究

多面的な考察

電磁石 と永久磁石の性質 は同 じだろうか?

ミ
○電 磁石 の極 を調 べよ う(1)噂 ～＼へ・V撚 脇

電磁石と手回 し発電機 を利用 したクレーンゲームをしよう

○ 手 回 し発 電 機 の 中 の モ ー ター を分 解 しよ う。

○ 手 作 りモ ー ター を 作 ろ う。

○さらに深篇 講 けよう⇒
総合・教… 「自分 の発 展課題」 を

追究 しよう(3)
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(3}授 業 の 実 際

1次 「電磁 石 と手 回 し発 電機 を 利 用 した ク レー ンゲ ー ム を しよ う」

導 入 の授 業 「ク レー ンゲ ー ムで 遊 ぼ う」 事 象 提 示 の 工 夫

児 童 の 興 味 ・関心 を 引 き 出 し,エ ネ ル ギ ー に も目を 向 け させ る た め に手 回 し発 電 機 を使

用 し,導 入 を 工夫 した 。

ク レー ンゲームか らの気付 き

・磁石 にな って いる

・こんな もので電 気が起 こるん だな

・手回 し発電機 を回す とク リップがっ く

・モー ターが付 いて いる

・電気 を起 こすの は大変 だな

・電気 で動 く別の ものを作 ってみたい

・もっと重 い物 を持 ち上 げたい

・エナ メル線 を もっと巻 きたい

〆 。
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亀
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写真1:電 磁石と手回 し発電機を利用 したク
レーンゲーム

学

習

課

題

へ

・学習カー ドの記入

児童の見方 ・考え方を見取 る手だ

てとする学習カー ドの記入

・短冊の分類 ・整理

気付 きを書いた短冊の分類 ・整理

による,多 面的な学習課題の見出

し

電磁 石を強 くす る

には?

電磁石の性 質を調

べる

写真2:気 付きを書 いた短冊の分類 ・整理

手回 し発電機の秘密

を探る

2次 「電磁石を強 くするにはどうしたらいいだろうか?」

ア 導入の授業 「自由に考えて,強 い電磁石を作 ってみよう!」

総合

教科発展へ

1自由試行の時間の確保1

電 磁石 って い じった こ

とな いか らよ くわか らな

いよ!

で は,こ こにあ る材 料 を使 って,

自由 に電磁 石を作 って ご らん!

・太 さの異 な るエナメル線

・材質の異 な る芯棒

・数種の釘 な ど
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初め て出会 う電磁 石 に親 しむ共通 体験 の活動 を取 り入れ,予 想 の根拠 とな り うる新 た な視

点 を もたせ る工 夫 を した。

・エ ナ メ ル線 の 太 さ っ て い ろ い ろ あ るん だ!

・そ うか!く ぎ以 外 に も芯 は考 え られ るわ ね!

・くぎ を太 くす れ ば 強 くな る はず だ!

イ ま とあの授業 「電磁石 の性質 や電磁石を強 くす る条件 をま とめよ う」

1多面的 な考察 の支援【

強くする条件

強 くならない条件

限定 のっ いた

見方 や考え方へ!

個 々の実験 を大切 に し,総 括 す る

学習 カー ドを用意す る ことで多面 的

な考察 を意識 させ,ま とめ させ る工

夫 を した。

『電磁石の性質 とそれを強 くす る

条件』としてまとめる!

巻き数を増 やす と電

磁石は強 くなるけれど,

鉄の芯でない と電磁石

にならないのね。

(4)考 察

ゲー ム形式 の導 入,自 由試 行の時間の確保 は,児 童の興味 ・関心 を高 め,事 象 を多面的 に と

らえ させ るには効果的 であ った。 また,手 回 し発電 機を用いた ことで発電 の労力,電 池 の便利

さな どに気付かせ る こともで き,エ ネル ギーにっ いて考え る布石 とな った。

実験 に入 る前 に使用 した全実験計画の学習 カー ドは,多 面 的な考察,学 習 の見通 しを もたせ

るため に有効で あ った。個 々の学習 カー ドは,条 件制御の項 目整 理 に意識 を向け させよ うと書

式 を工夫 した。 しか し,反 面,項 目が多岐 にわ たること もあ り,カ ー ドの記入指導 だ けで も時

間 がかか った。 よ り簡略 化 した効果的 な学習 カー ドを工失す る必要があ る。

また,電 磁石 の性質,特 に 「極」 に関す る気付 きが単元 を通 して少なか った。事象提示 の工

夫 や小 単元 の入れ替 えな ど,指 導計画 には検討 の余地が ある。

4成 果 と今後 の課題

生活経験 の少 ない児童 が,様 々な解決方法 を考 えて観察,実 験 などを行い,結 果を整理 ・考

察で きるよ うにす るたあ に,3つ の手 だて は有効 であ った。 このよ うな授業 を くりかえ し,行

うことで,自 ら進 んで多面的 に追究 し,自 然事象 の相互関係 や規則性 にっいての見方や考 え方

が身 に付 いてい くと考え られ る。他単元 において も事象提示 の仕方 や学習 カー ドの書式 など,

手だて を工夫 し,今 後 も研究 を進 めてい きたい。
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